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(57)【要約】
【課題】本考案は、チップモジュールが配線基板に安定
に電気接続されることを確保できる電気コネクタ組立体
を提供することを目的とする。
【解決手段】本考案のチップモジュールを電気接続する
電気コネクタ組立体は、チップモジュールを保持する絶
縁性本体と、絶縁性本体に挿入される複数の導電端子と
、絶縁性本体を収納する補強部材と、前記補強部材の少
なくとも一対の対向する角部に固着される少なくとも一
対の定位部材とを備える。前記チップモジュールは、少
なくとも一対の対向する角部が前記定位部材に当接する
ことによって、定位部材に制限されて補強部材に定位さ
れる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　チップモジュールを電気接続する電気コネクタ組立体であって、
　チップモジュールを保持する絶縁性本体と、
　絶縁性本体に挿入される複数の導電端子と、
　絶縁性本体を収納する補強部材と、
　前記補強部材の少なくとも一対の対向する角部に固着される少なくとも一対の定位部材
とを備える電気コネクタ組立体において、
　前記チップモジュールは、少なくとも一対の対向する角部が前記定位部材に装着される
ことによって、定位部材に制限されて補強部材に定位されることを特徴とする電気コネク
タ組立体。
【請求項２】
　基部と、基部から基部と直交するように上向きに突出する一対の固持部とを含むことを
特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項３】
　前記一対の固持部は、基部の両側から互いに直交するように対称に配置されることを特
徴とする請求項２に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項４】
　前記固持部には、前記チップモジュールと当接する当接部と当接部から凹方向に段差を
なす凹部とを有することを特徴とする請求項３に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項５】
　前記当接部と凹部には、それぞれ前記チップモジュールを導入するための第１、第２傾
斜面が設けられることを特徴とする請求項４に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項６】
　前記チップモジュールの前記一対の角部には、外へ突出する突出部が設けられ、前記定
位部材の当接部が該突出部に当接することを特徴とする請求項４に記載の電気コネクタ組
立体。
【請求項７】
　前記定位部材の基部は、角部を除いた二等辺三角形形状に形成されることを特徴とする
請求項２に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項８】
　前記定位部材は、前記チップモジュールの四つの角部と対応する四つの定位部材である
ことを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項９】
　前記絶縁性本体は、四つのＬ字状の本体部を含み、前記補強部材には、隣接する本体部
の間に嵌め込まれる複数の延在部が設けられることを特徴とする請求項１に記載の電気コ
ネクタ組立体。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ＣＰＵが配線基板に電気接続される電気コネクタ組立体に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術において、ＣＰＵのチップモジュールが配線基板に電気接続される電気コネク
タ組立体は、複数の端子溝が形成される絶縁性本体と、該絶縁性本体の端子溝に収納され
る複数の端子と、前記絶縁性本体を収納する補強部材と、チップモジュールの上に実装さ
れる蓋体とを備える。チップモジュールは、絶縁性本体に装着される。前記蓋体は、チッ
プモジュールを押圧することによって、該チップモジュールを絶縁性本体に固着する。固
着されたチップモジュールは、端子によって配線基板に電気接続される。
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【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　チップモジュールの上に実装された蓋体が、チップモジュールを押圧することによって
、該チップモジュールを絶縁性本体に固着する。チップモジュールは、蓋体から上下方向
に沿って発生された押圧力によって、上下方向において絶縁性本体に固着されて配線基板
に電気接続される。しかしながら、上下方向に沿う押圧力のみを受けるため、チップモジ
ュールは、横方向に向かって移動する可能がある。この場合、チップモジュールと端子と
の電気接続を保証できない。
【０００４】
　そこで本考案の目的は、上述の従来技術の問題に鑑み、チップモジュールが配線基板に
安定して電気接続されることを保証できる電気コネクタ組立体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案のチップモジュールを電気接続する電気コネクタ組立体は、チップモジュールを
保持する絶縁性本体と、絶縁性本体に挿入される複数の導電端子と、絶縁性本体を収納す
る補強部材と、前記補強部材の少なくとも一対の対向する角部に固着される少なくとも一
対の定位部材とを備える。前記チップモジュールは、少なくとも一対の対向する角部が前
記定位部材に当接することによって、定位部材に制限されて補強部材に定位される。
【考案の効果】
【０００６】
　従来の技術に比較して本考案は以下の効果を有する。チップモジュールは、対向する一
対の角部が本考案の電気コネクタ組立体の一対の定位部材に当接することによって、定位
部材に制限されて補強部材に定位される。これにより、チップモジュールが横向きに移動
することを防止できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、この考案の実施の形態を添付の図を参照して説明する。
【０００８】
　図１～図３を参照すると、チップモジュール２を保持するための電気コネクタ組立体１
００は、複数の導電端子５を挿入する絶縁性本体４と、該絶縁性本体４を装着する補強部
材１と、チップモジュール２を固定するための複数の定位部材３とを備える。
【０００９】
　図１において、絶縁性本体４は、四つのＬ字状の本体部４１から囲まれる矩形の構造が
形成される。絶縁性本体４の中央には矩形の窓部４０が形成される。互いに隣接する二つ
の本体部４１の間にはスロット４３が形成される。各本体部４１の外側には複数の凸状部
片４２が設けられる。
【００１０】
　補強部材１は、主体部１１と、主体部１１の四つ角部から外へ突出する四つの実装部１
２と、主体部１１の中央に形成される矩形の収納穴１０と、主体部１１の四つの内側辺に
形成される複数の凹所１３と、主体部１１の該内側辺の中間部から収納穴１０に向かって
延在する四つの細長い延在部１４とを含む。各実装部１２には、円形状の貫通孔１２０と
、貫通孔１２０の両側に形成される互いに垂直をなすように配置される一対の凹溝１２２
とを有する。
【００１１】
　図１及び図２に示すように、各定位部材３は、角部が除かれた二等辺三角形形状をなす
基部３１を含む。基部３１には、相等しい二つの辺から互いに直交するように対称に配置
される一対の階段状をなす固持部３２が設けられる。各固持部３２は、基部３１と直交す
るように上向きに突出する。各固持部３２には、当接部３２０と、当接部３２０から凹方
向に段差をなす凹部３２１とが設けられる。当接部３２０と凹部３２１の上部には、それ
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ぞれチップモジュール２を導入するための第１、第２傾斜面３２００，３２１０が設けら
れる。基部３１には、中部に形成される円形状の定位孔３１０と、底面から下向きに突出
する一対の定位柱３１２とを有する。
【００１２】
　実質的な矩形のチップモジュール２には、四つの角部から外へ突出する四つの突出部２
１が設けられる。
【００１３】
　図１から図３に示すように、該電気コネクタ組立体１００を取り付ける時、先ず、絶縁
性本体４は補強部材１の収納穴１０に収納される。補強部材１の延在部１４が絶縁性本体
４のスロット４３に嵌め込まれる。絶縁性本体４の凸状部片４２は補強部材１の凹所１３
と係合する。次に、定位部材３は、定位柱３１２が補強部材１の凹溝１２２に挿入される
ことによって、補強部材１に装着される。定位部材３は、ピン（図示せず）が定位部材３
の定位孔３１０と補強部材１の貫通孔１２０とを貫通することによって、更に補強部材１
に固着される。これにより、電気コネクタ組立体１００は一体に製造される。
【００１４】
　使用される時、一体になる電気コネクタ組立体１００は、配線基板（図示せず）に半田
接続される。導電端子５が配線基板に電気接続される。チップモジュール２は、定位部材
３の第１、第２傾斜面３２００，３２１０を沿って、電気コネクタ組立体１００の定位部
材３に装着されて絶縁性本体４を押圧する。この時、図３に示すように、チップモジュー
ル２の突出部２１は定位部材３の当接部３２０に当接される。
【００１５】
　これにより、四つの角部に設けられる突出部２１が四つの定位部材３に係合されること
によって、チップモジュール２が横に向かって移動することを防止できる。
【００１６】
　他の実施形態において、定位部材３は、接着される或いは他の方法によっても補強部材
１に固着できる。又、チップモジュール２が突出部２１を含まない場合でも、定位部材３
はチップモジュール２の外側と係合できる。又、定位部材３の固持部３２は、階段状では
なくて平板状に形成されていてもよい。又、一対の定位部材３のみを具備してもよい。こ
の時、該一対の定位部材３は、チップモジュール２の一対の対向する角部に対して当接し
なければならない。
【００１７】
　以上、本考案について最良の実施の形態を参照し詳細に説明したが、実施形態はあくま
でも例示的なものであり、これらに限定されるものではない。また前記の説明、本考案に
基づきなし得る細部の修正或いは変更などは、いずれも本考案の実用新案登録請求の範囲
に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案のチップモジュールと電気コネクタ組立体の分解斜視図である。
【図２】図１に示す定位部材の斜視図である。
【図３】図１に示すチップモジュールが電気コネクタ組立体に取り付けられる斜視図であ
る。
【符号の説明】
【００１９】
　１　補強部材
　１０　収納穴
　１１　主体部
　１２　実装部
　１２０　貫通孔
　１２２　凹溝
　１３　凹所
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　１４　延在部
　２　チップモジュール
　２１　突出部　
　３　定位部材
　３１　基部
　３１０　定位孔
　３１２　定位柱
　３２　固持部
　３２０　当接部
　３２００　第１傾斜面
　３２１　凹部
　３２１０　第２傾斜面
　４　絶縁性本体
　４０　窓部
　４１　本体部
　４２　凸状部片
　４３　スロット
　５　導電端子

【図１】 【図２】

【図３】
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